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民事訴訟・・、口頭主義ニノミ偏碕スノレコト手綾ノ實際上縄劉

二不可能ナノレ所ヨリ、民事訴訟手綾ノ・、常二訴証記録ノ整備ヲ

其必要的條件ト爲シテ居ノソ。併シナガラ凡ベプノ民事訴訟二於

プ、記録ガ飼一償値ヲ保ツモノニ非ザノレコトハ勿論ニシ入書面

審理主義ノ民事訴訟・・、必然的二記録中心主義ヲ以プ其手績ヲ

終始シ、口頭辮論主義ノ下二於テノ・、訴訟ノ核心・・常ユロ頭辮

論二在リプ、訴訟記録ノ・箪二訴訟ノ基本ヲ確定シ、手績ノ進行

ノ大様ヲ後日ノ爲メ朋確ニスノレ從タノレ敷用ヲ有スルニ過ギヌ。

然ノレニ之レヲ實際二徴スルニ、日濁ノ民事訴議法ノ＼判決手

績二於テロ頭辮論主義ヲ探ノソニモ拘ラズ（島餐藍二2弐榛）、訴訟

ノ重心ノ・當事者ノi辮論ヨソモ、寧・訴訟記録二存スルモノノ如

ク、i辮護士ノ・其事實上拉二法律上ノ主張ヲ期ロニ於テロ頭ヲ以

ヲ供述スノレヲ避ケ、寧・精細ナノレ準備書面ヲ作成提出シテ、可

成期日二於ケノレロ頭演述ヲ省略センコトニ努ノ、裁判官モ亦之

レヲ便宜トシ、民訴第一〇六條規定二反シ、r事實上ノ關係ノ

説明」若シク・・r法律上ノ討論」ヲ以テ絡始セノ咤大ナノ嘩備

書面ヲ受領シテ怪マズ、其審理蚊二判決モロ頭辮論主義ノ形式

ニノミ拘泥シ、其實訴訟記録ニノミ頼ラントスノ噸向アノめ・否
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ム可カラザノγ事實デアノソ【註一】。

　【註一】　例之、受訴裁判所自ラ訴訟資料ラ・聚集セザリシ場合、當事者ハロ顧

　　　辮論二於テ調書二基キ其結果チ演逃スベキ昌拘ラズ（二一六、二七一㌔

　　　四一二燦、掲民訴二入五、三五三、五二六條）、其實、軍満調書二其旨

　　　夢記載スか二止メテ、其演述チ省略ス膨ガ如キ、：或ハ叉訴訟ノ進行中

　　　裁判所ノ構成二愛更アリタル場合、調書ニノミ辮論チ更新ミ！タル旨チ

　　　記載シテ、事實二於テ辮論ノ更新チ爲サゆ彪ガ如キ、敦ソモロ頭辮論

　　　ノ形式チ借リテ、書面審理チ行フ毛ノニ外ナラヌ。

　反之、填地利民事訴訟法へ判決手績二就テモ、日猫訴訟法

ノ如クロ頭i辮論主義ヲ以テー貫セズ、書面審理ヲ加味スノソニモ

拘ラズ【註凹】、　至彊豊トシ』テノ、遙力口頭辮論主義ノ實績ヲ學ゲ、

辮護士ノ・期日二於プロ頭辮論ノ充實二努メテ、我國ノ如ク準備

書面ヲ以テ之レニ代ヘントスノレガ如キ弊風ナク、判事モ亦、訴

訟記録昌擦ツテ判決ヲ作ノソノ：妄ヲ避ケ、出來得ノソ限リロ頭辮論

二基ク知識二依ソ判決ヲ爲スニ努ムノソ。尤モ戦後訴訟事件ノ幡

湊二因ソ、下級裁判所ノ實際・・、著シク書面審理ノ傾向ヲ生ズ

ノソニ至フタノソモ、爾我國ノ現状トハ比スベクモナイ。

　　【駐蘭】　填民訴法二俵レ囲、受託鋼事二俵ル謹擦調ノ結果ハ、日猫訴訟法

　　　　ノ規定ト異ナリ（日民訴二一六條、濁民訴二八五條）當事者ノロ頭演

　　　　遽チ待ツコトナク、言己録二i基ギ直・チ亀i裁鋼ノ基本ト爲シ得ル場合・カ◎

　　　　アか（同法一九三條）o

　果シプ民事訴訟ノ實蹟ヲ墨グノソガ爲メ、懊地利二於ケノソガ如

クロ頭辮論三1式ノ貫磁ヲ適當トスノソヤ頗ノソ問題ナノソモ、我國

二於ケノソガ如ク、訴議記録ヲ其本凍ノ目的以上二利用スノソノ結
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果、屡々訴訟記録ガ訴訟ノ蓮命ヲ決スノγ關鍵タノソノ威アノソニ至

ジテノ・【註一】、現在訴訟決ノ奉ズノソロ頭辮論主義ノ妙用、殆ン

ド没却セラレタリト云フモi過言デハナイ。

　て駐一】恐ラク實際家ハ、悉グ此感チ深クセラ彪・コト・信ズツモ、現時我

　　　國ノ老練ナル辮護士力㍉常二準備書面ノ作成ト其提出時期二就デ細心

　　　ノ注意チ沸ヒ、叉不利盆ナ即鐙人ノ讃言ハ、反封訊問二俊り之ソチ追

　　及スルヨサ、憲ロ矛膚セル謹書チ調書二淺ス昌努ムルガ如キ、濁乙讐

　　　i通法時代ノ辮護土技術二彷彿タ膨厨ガアかo

訴訟記録ノ民事訴訟二於ケノソ地位以上述プノソガ如ク、而シテ

民事訴訟ノ實際へ各方面二亘リ之レト緊密ナノソ關連ヲ有スノソ

ヲ以テ、訴訟記録ハ民事訴訟ノ實際研究トシテハ勿論、理論研

究トシテモ、興味アリ且ツヌ必要ナノソ劉照タノソヲ失ノ・ヌ。此考

二基キ、自：分ノ・欧洲留學中、研：究資料トシテ各國ノ訴訟記録ノ

聚集二努メ、就中填地利ノ訴訟記録ハ敷十種手ニスノソコトヲ得

タ。今幸二先輩諸激授ノ御同意ヲ得タノソニ因り、其中、簡軍昌

シテ事件ノ内…容二興昧アノソモノヲ選ミ、畏二掲載シ、外國法研

究ノー端5資スノソコトト爲シタ。

畢二臨ミー言致シ度キヘ維納大學二於テヘ民事訴訟法濃

任ノSperl藪1授ガ’、大學内二Angew＆ndte　Rechtsinstitu七ナノレ

モノヲ設ケ、此塵二内外ノ訴訟記録、銀行娠簿、土地垂帳、其

他怯律事務二關係アノレ書類ノ實物若シクノ・爲本ヲ廣ク聚藏シ、

學生ノ閲魔二供シプ居ノソ。而シグ自分ガ、實際書類ノ如何二學

生ノ研究二資スノソヤヲ知リタノソヘ同大學在學中、絶エズ同所
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二3！入シタノγ際ノ見聞ノ結果デアヲ、又意外二多数、各國訴瓢

記録ヲ聚集シ得タノレノ・、同敏授ノ御孟カニ擦ノソ3ト多大ナ騨モ

ノアノンコトデアノソ。

記鋲ノ内容

L　事件ノ曇端・一…II。訴訟ノ開始・・…江II．第一審ノ鼎論並二鋼

決・…・茂V・訴訟費用ノ鮎二欝スル原告ノ抗皆申立・…・・V・被皆ゾ

再抗告申立・・…・▽1・法律問題トジデノ本件ノ研究……▽IL　填民

訴法ノ我民訴法ノ規定ト異ナ飽鮎・…一VIII・記録闘讃二就苧ノ注意。

愛二揚グか塊地利民；事訴訟記録ハ、紙敷ノ膨蓼チ虞レ簡軍李易ナ’レ毛ノ

チ選ミタソバ、之レチ資料ト爲スニ嘗り別段二其訊明チ必要トセザか

培、唯、學生ノ研究チ援クルガ爲メ、以下、事件ノ大穣ト、夫ソ昌關連

シテ實填訴訟法ノ差異二就テ略蓮スか。

L事件ノ叢端

初メ本件原告「アーノルド・ロッター」ガ、本件共同被告ノー名「ハンス・

’ピーベル」二動シ、一九一〇年七月四日附維納市「ノイバウJ庭裁判所ノ

確定判決二基キ・金額四三九「クローネjコCPヘラー」ノ強制執行ヲ開始シ

タ。然ルニ同人ハ本件原告振出ノ爲替手形、額面ご○○「クローネ」二蓮

二封シ、其支沸人トシテ妻ト共二同年七月二十ヒ日附引受署名ノ上・本

件共同被告ノ地ノー名「ヨハン・ウィーゼル」ノ裏忠ヲ得テ、之レヲ本件原

告二途附シタルヲ珍テ、本件原告ハー時、強制執行ヲ停llシタ。

而シテ其手形ノー通ハ同年八月珊一日ガ満期日ナルヲ以デ、手形所持入

タル本件原告「アーノルド・・ツター一」ハ引受入ナル「ハンス・ビーベクレ」昌
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劃シ八月廿五日附書面ヲ以テ、期日二呈示取立ツペキ旨ヲ申邊リ、他方其

手形ヲ「チブノステンスカ」銀行維納支膚二取立裏書ヲ爲シテ交付シ、同銀

行ハ之レヲ取立郵便二鮒シタや

　然ルニ引受人rハンス・ピーガル」ハ満期日タル八月ナ浮一日ニハ途二呈示

ヲ受クルニ至ラズ、翌ゴr、月一日、郵便脚夫ドヨゼフ・シヤイヘル．」ヨリ、輩二

上記銀行ノ受領書ヲ附シタル金額二百「クローネJノ取立郵便ノ配達ヲ受

クタルヲ以テ・其支彿ヲ覆縄シタ。此取立郵優ニハ・上記銀行ガ本件手形

デ領牧濟」ト記入シテ添種シタルニ、郵便局ノ過失二因リ、同手形ヲ郵便

局二留置キ、輩二金額受領書ノミヲ郵便脚夫二交付シ配達セシメタルモノ

ニシテ、兎二角支擁ヲ拒紹セラレタルヲ以九郵便局ハ取立不能トシテ本

件手形ヲ上記銀行二返逡シ・。ヒ記銀行ハ之レヲ本件原告「アーノルド・ロッ

ター」二返附シタQ

∬。訴訟ノ開始

於是乎、九月三日「アーノルド・ロソター」ハ「ハンス・ピーペル」拉二「ヨ

ハン・ウィーゼル」ヲ共同被告トシテ、「グラーッ」地方裁判所二訴ヲ提起シ

【駐一玉且ツ被告爾名二封シ、手形金二〇〇「クローネ」、之レニ鋤スノL同年

九月一日ヨリ支彿濟二至ル迄年六分ノ利息拉二訴訟費用二三「クローネ」

七五rヘラー」二就キ、支彿命令ヲ叢セラレンコトヲ申立テ、同日此申講

ハ許可セラレ、申立ノ如キ支沸命令ガ被告爾名二逸達セラレタ。

　　【註一】　填民訴法二依ソバ、支沸命令申請ハ訴提起ノー方法ヂアツ。誌鮎ハ

　　　　我國法トノ比較二際シ更二蓮プか。

　被告爾名ハ此支彿命令二劃シ、九月七日、同裁判所二異議ノ申立ヲ爲ス

｝同時二、原告二勤シ手形金額蛇二其利息ノ支彿ヲ了シタ。批異議ノ申立

二因リ、裁馴所ハ職灌ヲ以テ、第一回口頭辮論期日ヲ九月十四β卜定メ、

原告ハ元本拉二利息ノ支沸ヲ受ケタルガ爲メ、其申立ヲ訴訟費用ノ馳ノミ

ニ減縮シタQ

皿L　第一審ノ癖論鼓二判決
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第一　雷事者ノ申立拉二辮論

　原告ハ、共同被告ノー名「ハンス・ピーペル」ガ、取立郵便ノ方法二依

　リ適法二本件手形ヲ取立テラレタルニモ拘ラズ、其支彿ヲ趣縄シタルヲ

以ヲ本訴二及ビタノレモノナレノぐ、訴訟費，用ハ被告」二於テ負謄スベ3キモノ

　ナリト主張シ、支彿命令ヲ訴訟費用ノ鮎二限リ維持セラレンコトヲ申立

　テ、謹人トシテ郵便脚夫「ヨゼフ・シヤイヘル」蛇二「チプノステンスカ」

銀行理事ノ喚問ヲ求メタ。

　被告ハ之レニ勤シ、本件手形ガ支彿ヲ求ムル爲メ呈示セラレタル事實

　ヲ畢七・且ツ支彿命令途達後、直チニ手形金額拉二利息ノ支沸ヲ了シタ

　ルヲ以テ、民訴法第四十五條二因リ磁一去訴訟費用ハ原告二於テ員謄

　スベキモノナリト主張シ、支彿命令ヲ慶棄シ、訴訟費用ハ原告ノ員捲ト

　スル旨ノ判決ヲ求メタ。

　　【駐一】懊民訴法第四五探　　被告ガ其作爲二因り訴チ提起ス彪二至ラ》

　　　　メジニ非ズシテ、第一同ノ期日二於テ直チ昌其請求チ認諾ソタπ！ト

　　　　キハ、訴訟費用ハ原告ノ員霧トス。原告ハ其訴二因り被告二生ジタ

　　　　ル費用チ賠償スかコトチ要ス。

第二　訴訟参加ノ告知

　訴訟ノ進行中、原告ハ本件二關シ郵便官署二過失アルコト判明シタル

時ハ、國庫二勤シ損害賠償講求ヲ爲ス必要アリト倣シ、九月十七日附ヲ

以テ、「グラーツ」郵便電信管理局二勤シ訴訟滲加ノ告知ヲ爲シタ。之レ

　ニ勤シ十月十四日・財務官「ウヱルテル」ハ、本件二關シ國庫ハ何等損害

賠償ノi義務ヲ員ハザル理由ノ下㍉國庫ノ名二於テ其参加ヲ拒縄シタo

第三判　決
　本訴裁劇所ハ、原告ノ申講シタル郵便脚夫rヨゼフ・シャイヘル」拉二

「チプノステンスカ」銀行法律顧問「スタニスラウス・グローマン」ヲ謹人

　トシテ喚闘シタル後、十二月八日判決ノ言渡ヲ爲シタ。其偶決ハ同年九

　月三日、同裁制所ガ被告雨名こ，鮒シテ嚢付シタル支携命令ヲ慶棄シ、且
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　ツ原告二蜀シ、被害二就テ生ジタル訴訟費朗一一五「クローネ」八「ヘラ

　ーノ員櫓ヲ命ジタルモノデアル。其理由トスル所ハ、本件手形ハ取立郵

　便二附セラレタルニ、取扱郵便官署ノ過失二囚リ、被告二呈示セラレザ

　リシヲ以テ・被告ハ商人トシテ相富ナル注意ヲ彿フ以上・其支彿二慮ジ

　得ザルハ営然轟シテ、從ツテ被告ハ其支彿拒紹二因リ履行邊滞二陪ル3

　トナク、支彿命令ノ逡達二因り初メテ履行邊滞ヲ生ジタルニ過ギズ、而

　カモ被告ハ直チニ其支彿ヲ了シタルヲ以テ、原告ノ訴提起ハ被告ノ行爲

　二基クモノニ非ズ、因ツテ支彿命令ハ之レヲ駿棄シ、訴訟費用ハ民訴訟

法第四・一、四五條二從ヒ、原告ノ員澹トスルヲ相嘗トスト云フニアル。

W・訴訟費用ノ黙嵩封スル原告ノ抗告串立

填地利訴訟法ハ、費用ノ黙二關スル裁判二封シ・抗告Rekurs二依リ

濁立二不服ノ申立ヲ許シテ居ル【註一】Q故二本件原告ハ・十一月十八日購

ニテ第一審判決朔封シ抗告ヲ提起シ．訴訟費用ノ黙二關シ、第一審判決ヲ

憂更シ、訴訟費用ハ第一、二審ヲ通ジテ被告ノ員潅トスル旨ノ裁判ヲ求

メタo

　【註一】填民訴第五五條　　第一審ノ舞訴裁鋼所若シクハ控訴裁判厨ノ判淡

　　　昌揚ゲタ砂費用ノ鮎出關スか裁判ハ、本案ノ裁判ト同時二不服チ申立

　　　テザルトキハ、航告チ以テノミ不服チ申立ツノレロトチ得。

抗告裁判所タル「グラーツ」控訴院ハ、書面審理轟基キ、原告ノ爲シタル

抗告ヲ理由アリト融シ、十一月鎌日附決定ヲ以テ、原判決ヲ訴訟費用ノ謡

ノミニ就テ憂更シ、被告爾名ハ蓮帯ニテ原告二謝シ第一審訴訟費用一〇九

「クローネ」五一「ヘラー」蛇二抗告審費用六五「クローネ」四〇「ヘラー」ヲ

十四日間内二支携フベシト裁判シタ。其理由トスル所ハ、引受入ナル本件

共岡被害ノー名「ハンス・ピーペル」ハ満期日二先立チ、原告ヨリ期霞二於

テ取立ヲ爲スベキ旨ノ通知ヲ受領シタル以上、本件手形ガ取立郵便ノ方法

二因リ取立テラノレ、コトアノレベ！キノ、、商入トシテ豫想スベ・キモノナノレ・二

拘ラズ、偶力取立郵便ノ取級ヲ誤リタルヲ奇貨トシテ其支彿ヲ麺ミ、敢へ
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テ…手形ノ呈示ヲ求メザリシハ不営ニシテ、原1告ガ’其支捕鍾窟縄二基キ、本訴

ヲ提起シタルハ洵二相當ト謂フペク、被害ガ本訴提起後直チニ其金額拉二

利子ノ支彿ヲ了スルモ、民訴法第四五條ヲ適用シ、訴訟費用ヲ原告二負罐

セシムベキ限リニ非ズ【註一】o因ツテ民訴法第四一、五〇條二依リ蕾訟費

用ハ被告ノ員謄トスト云フニアルo

　【駐一】填民訴法第四一條ハ敗訴ノ當事者ハ相手方昌生夢タ館訴法費廟チ員

　　　繧スベミ／ト云フ規定はシテ、同第五〇條ハ上訴審二於テ敗訴シ’タル’當

　　　事者ハ、前審二於テ勝訴シタル場合ト難モ、樹全訴訟費周チ貿擦スベ

　　　モソト云ブ規定テ酔アル’O

V・霰告ノ再抗告申立

批抗告決定二野シ、被告ハ十二月七日再抗告Revisionsrekursヲ提起シ、

再抗告裁判所タル大審院ハ、書面審理二基キ再抗告ヲ理由アリト倣シ、翌

一九一一年一月十一日附決定ヲ婁テ、抗告決定ヲ攣更シ、第一審判決ヲ維

持ス、爲原告ハ被告昌i封シ再抗告費用四六「クローネ」二四「ヘラーJヲ十

四旧聞内二支彿フペシトノ裁判ヲ爲シタ。其理由トスル所ハ第一審判決｝

翻ジク、支携命令邊達前二被告二邊溝ナク、而カモ該命令邊達後、被告ハ

重チニ辮磨ヲ了シタルヲ9テ、訴訟費用ハ民訴法第四五條二依リ原告ノ員

謄スベキモノナリト云フニ在ルQ而シテ訴訟ハ之レユ因リ畢リヲ告ゲタ。

VL　法律閣題浄シテノ本件ノ観究

此事件ハ、事實問題トシテハ頗ル簡輩ニシテ、取扱郵便島ノ過失二因リ

瀟期日ノ翌β（九月一日）本件手形ヲ其引受人宅二於テ取立ツルニ雷リ、手

形法ノ定ムル呈示ヲ鋏キシコト明瞭デアル。唯、夫レガ爲メ本訴ハ、支彿

呈示期間内二引受人二呈示セラル・コトナク、期間脛過後、突然引受人拉

二裏書人二鮒シ提起セラレタルコいナリ、次二掲グルガ如キ種々ナル問

題ヲ惹起スルニ至レルモノデアル。

第一　本僻手形裏書人「ヨハン。ウィーゼル」二封スル本訴講求ハ理由アリ

　ヤo
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　手形所持人ガ、支携撞縄ヲ原因トシテ其前者（裏書人）二償還講求ヲ爲

スガ爲メニハ、法定朗間内二手形債務者二謝シ支彿呈示ヲ爲スコトヲ要

シ（鵬撃露腿樋擁書ノ械現除セラハモ繊呈示モ購
セラハモノデハナ纒醍季茜峯二九然　本伽於テ・・輔醇

其呈示ナカリシコト明瞭ナルヲ以テ、本訴講求ハ裏書人「’ヨハン・ウィー

ゼル」（共同被告ノー名）二勤シテハ全ク理由ナク・唯原告ガ訴訟ノ進行

中其申立ヲ減縮シ、訴訟費用ノ馳ノミニ限リタルヲ以テ、受訴裁判所ハ

特二原告ノ講求棄却ノ制決ヲ爲サ・舜リシニ過ギヌ。然ラバ鼠被告二就テ

生ジタル訴訟費用ハ、弛ノ被告「ハンス・ピーベル」二繋スル訴訟ノ蓮命

如何二節ズ叢二原告讃損鋤ベキモけノレー（騒軸三鼠本

訴第二審裁剰所ガ、被告爾名ノ蓮帯昌テ原告二生ジタル訴訟費用ノ負謄

ヲ命ジタルハ不嘗デアル。

第二　本件手形引受人「ハンス・ピーペル」二劃スル支彿命令ノ途達ハ、

　支彿呈示二代ハル可キモノナリヤ。

　手形所持人ガ法定期間内二支彿呈示ヲ爲・“ル時、之二因リ直二手形債

務者二勤スル債穫ノ潰滅ヲ來スモノニ非ルコト勿論ナルモ【註一墨、元廉

手形債務ハ取立債務ナルヲ以テ、期限到來スルモ、支彿ノ爲メ適1去ノ呈

示ナクムバ、手形債務者ハ進ムデ支彿ヲ爲スノ義務ナク、又履行渥滞ノ

責二任ゼヌ。故二本件ノ如キ揚合、支彿命令ノ途蓬ガ支彿呈示晶代ル

ベキ奴力ヲ有スルニ非ザレバ、訴訟手綾上更二困難ナル問題二逢着ス

ル【註二】Q

　　【註幽】　填、猫ノ手形法ハ、此事チ特二明丈チ以テ定ムルモ（同法四四傑）、

　　　　我商法ハ當然ノ事理トγテ何等ノ規定チ設ケヌ。

　　〔註二】　郎チ支梯命令ノ逸達チ以テ支沸呈示ノ効カテ有セシムンレニ非レバ

　　　　手形引受入ハ、支沸命令ノ迭達二因り渥滞二昭ラザ即ガ故二、取立儀

　　　　務ノ本質．L優擁者タル原告ノ下二持参シ辮濟ス別ノ義務ナグ、叉異

　　　　謹ノ申立テ爲ス｝キハ、將來ノ給曾ノ訴チ認メザ7レ日填ノ訴訟法ノ
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　　　下二於魁原皆ノ言諦棄却　ノ外ナキ昌勲（醤腰條）．

　去レバ濁、填ノ學説判例ハ、寧ロ實際ノ便宜拉二公挙ノ見地ヨリ・手

形所持人ヨリ手形債務者二封スル手形金講求訴訟二於テノ，豫メ支彿呈

示ヲ爲ス必蓼ナク、訴欺（又ハ支携命令）ノ途達ガ支携呈示二代ルモノト

撒シテ居ル【註一】。因ツテ本件手形引受入「ハンス・ピーベル」ハ・支沸

命令途達ノ時ヨリ履行邊滞ノ責二任ジ、原告ノ講求二謝シ、未ダ支彿呈

示ナカリシコトノ抗辮ヲ爲シ得ザルト同時二、其債務ハ支携命令途達ノ

瞬間二於テ取立債務ヨリ持滲債務二憂韓シ、其債務ヲ舞濟スルガ爲メ昌

ハ原告宅昌持参スルノ必要ヲ生ズル【駐二】o

　　【駐一】Gr伽hut卜We⑳叙r曲tBd・皿鼠23住An臨3∫Reぬbei・；一

　　　坦1g．deuもW．O．S．78。l　Manz。δsterL　G銘etze：一W．（瓦S66．Anm．机

　　　　§44．

　　【駐i二】　VgL　Granlhut3－a・a．O。S229㎝m。3・

　反之、我國二於テハ支彿呈示ノ本質二立脚シ、且ツ我商法ニノミ存ス

ル第二七九條ノ規定ヲ畢ゲ、訴歌叉ハ支沸命令ノ逡達ハ支彿呈示ノi敷力

ヲ生ゼズトノ議論有カナルモ、大審院ハ實際ノ必要二根檬シ、此説ヲ排

斥シテ居ル【註一】。

　　【駐劇】　寺尾数授著手形法提要二一九頁、；松本博士剃鯛批評（法協第：……五

　　　懸一〇號）。大審院大正六年二月九日第一民事部剣決）o

茅三　利息支彿ノ程度

　本件原告ハ、手形満期日ヨリ支彿二至ル迄、年六分ノ逞延利息ヲ講求

　シ・引受人「ハンス・ピーベルJハ之レヲ支沸ツテ居ル。併シナガラ同人

ハ支彿命令ノ途達二因リ初メテ履行選滞昌陪リシモノナレバ・其日以後

支彿二至ル迄ノ利子ヲ支彿ヘバ足リ、瀟期日以後ノ利子ヲ支携フ必要ガ

ナイ。倫訴歌（叉ハ支彿命令）邊達後逞滞ナク辮濟スレバ逞滞利息支彿

　ノ必要ナシトノ設モアル【駐一】。但シ我國昌於テハ商法四七一條ノ規
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定二因リ、引受人ハ常二満期日婁後ノ法定利息ヲ支彿フ義務ガアル。但

シ之レヲ以テ遅滞利息ト構スルハ當ラヌ【駐二】。

　　【註。】：Rehbein2－a。a．（1S．78．

　　【設二】　寺尾敏授前揚著二二〇頁。

第四　訴訟費用ノ負謄者

　本件訴訟費用ヲ原告若シクハ被告敦レガ員櫓スベキカ、木件當事者二

依リ最後迄極力抗孚セラレタル唯一ノ雫黙デアル。而シテ被告「ハンス

ぜ一ベル」ハ、原告ノ主タル講求ヲ畢ハズ、直チニ其鱒齊ヲ了シタルヲ

以テ、此ノ訴ガ被告ノ作爲二基キ提起セラレタルモノニ非ザル限リ、訴

訟費用ハ原告ノ鰭タ・一キモノニシテ（品塁薦欝箋肇λ結局醐

ハ、本訴ガ被告ノ挑嚢Veranl乱ssung二基クヤ否ヤニ蹄著スル。

　而シテ手形債務者二勤スル訴ハ、提起前既二支沸ノ呈示ヲ爲シ鎚縄セ

ラレタルニ非ザレバ、起訴ノ挑嚢ヲ訣クト謂フヲ通詮トシ【註一】、本訴

第一審並二第三審裁制所ハ此見解ヲ探リ、原告二劃シ訴訟費用ノ員謄ヲ

命ジタルモノデアル。併シナガラ髪二考フペキハ本件手形ハ取扱郵便局

ノ過失二因リ、引受入二呈示セラレザリシコトハ事實ナルモ、郵便配達

入ガ受領謹ヲ呈示シテ其取立ヲ爲シ、引受人タル被告ガ之レヲ拒縄シタ

ルモノデアル。而シテ第一審裁判所ガ判示スルガ如ク、其場合果シテ本

件手形金額ノ取立ナリヤ引受入二於テ確知シ得ペカラヅリシモノナラ

バ、其拒絶ハ正當ニシテ、本訴ハ被告ノ挑嚢スル所二非ザルハ勿論ナル

モ・若シ第二審裁判所ノ判示スルガ如ク・其取立郵便ガ本件手形所持人

ヨリ襲シタル手形金額ノ取立ナルコトヲ確知シナガラ、其呈示ナキコ

トヲ奇貸トシ其支沸ヲ拒縄シタルモノナリトセバ、原告ノ本訴提起ハ被

告ノ挑嚢二基クモノト論漸セザルヲ得ヌ。印チ此揚合支沸呈示ノ有無ト

被告晶於ケル起訴ノ挑登ノ有無トハ之レヲ匠別セヅル可カラザルi・大

審院ガ漫然、豫メ支沸呈示ナカリシガ故二起訴ノ挑襲ナシト断ゼルハ至

當晶非ズト信ズ’妬
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　　【駐一】Stein3一猛P。0．B＆IL＆213，、u塾ten§6σ5・

V∬・填民訴法ノ我民訴法ノ規定卜異ナル鮎

以上述ペタル所二關連シ、塊地利民事訴訟ガ我訴訟法ト異ナル黙ヲ畢グ

レノサ次ノ如クデァノレo

第一　支彿命令手綾

　填民訴法二於ケル支擁命令手綾廼鍛daむsver魚㌔ren　ハ、我訴訟法ノ

夫レト全ク其性質ヲ異ニスル。 印チ填民訴法二於テハ、支彿命令申講ハ

訴提起ノー方法ナルヲ以テ・支擁命令手績ハ提起セラレタル訴二於ケル

特別手綾デァル（同法五四八條）。故二其嘗事者ヲ原告・被告ト樗シ・其

管轄裁判所ハ常二本案ノ受訴裁判所デアル。

　而シテ被告ガ支彿命令二封シ異議ノ申立ヲ爲シタルトキハ・裁剃所ハ

職椹ヲ以テロ頭辮論期日ヲ指定シ、必要的口頭辮論二基キ水案ノ判決

ヲ爲ス（同法五五二條）。而シテ批剰決二於テハ・被告二襲シタル支彿命

令ヲ維持スペキヤ慶棄スベキヤ、又如何ナル程度二於テ之レヲ憂夏ス

ルヤノ裁判ヲ爲スコトヲ要スル（同法五五三條）。

　以上填地利法ノ規定ガ、我訴訟法ノ規定ト著シク異ニスル錨アルコ

奮ハ・我訴訟法第三八三條以下ヲ滲照スレバ明瞭デフル。愛二特二注意

スベキハ我訴訟法二於テハ、支彿命令ハ賃務者ノ異議ノ申立二因リ其敷

カヲ失フヲ以テ（三八九條）、之レ轟引綾ケノレ本案ノ制決二於テ、填地利

法二於ケルガ如ク、被告二登シタル支彿命令ノ敷カニ就キ裁劉スルノ必

要ナキコトデアルQ

第二判決手績

　填地利民訴法二依レバ、地方裁判所ノ制決手綾二於テハ、第一同期日

ハ、裁判長又ハ其命ジタル部員ノ面前二於テ開キ、藩論ノ準備ヲ爲スモ

ノナレドモ（同法筑三九條）、支彿命令手綾ヲ経タル揚合ニハ、適法ナル

異議ノ申立二國リ、職罐ヲ以テ直チ畠口頭辮論期日ヲ指定シ、第一同

期日ノ手綾ヲ省略スル（五五二條三項）。
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　侮叉日濁ノ訴訟法昌於テハ、受訴裁判所自ラ謹嫁調ヲ爲サザルトキ

　ハ、當事者ハ衣回ノロ頭辮論期日二於テ審問調書二基キ其結果ヲ演蓮

　スルコトヲ必要トスルモ、填地利民訴法二依レバ、輩二受託判事二依ル

　誰稼調ヲ残スノミニテ、各営事者ガ其謹縁調ノ結果二闘スル辮論ヲ拠棄

　シ、叉ハ裁判所ガ其辮論ヲ必要ナラズト認メタルトキハ、直チニ辮論ヲ

終結シ、其謹縁調ノ記録二基キテ裁判ヲ爲スコトヲ得ル（一九三條）。故

　二此事件二於テモ、第一審裁判所ハ謹入「スタニスラウス・グ・一マン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　ヲ維納「ノイバウ」優裁判所二囑託シテ訊問シタル後・更二口頭辮論ヲ

開クコトナ久直チ判決ヲ言渡シテ居ル。

菓三訴訟費胴ノ顯ノミニ關スル不服申立

　翫二述ペタルガ如ク、填民訴法ハ、制決中訴訟費用二關スル部分二封

　シ、抗告二依リ濁立二不服ノ申立ヲ許シテ居ル（同法五五條）。反之日濁

　ノ訴訟法ハ訴訟費用ノ件二關スル裁判二勤シテハ、本案ノ裁判二勤スル

上訴二附随スル揚合ノ外、i濁立二不服ノ申立ヲ許サヌ（八二條、狸民訴九

九條）。此法制ノ碍失ハ騒カニ噺ズ可カラヅルモ、砂クトモ日猫ノ法創

ハ、本件ノ如キ雫ノ爲ノ雫ヲ防止スルノ利盆アルコトハ確實デアル。

第四　抗告決定二勤スル不服ノ申立

　填民訴訟二於テハ・抗告裁判所ガ不明ヲ申立テラレタル第一審判事ノ

決定ヲ取漕若シクハ攣更シタルトキハ、更二其裁判二謝シ抗告ヲ提起シ

得ベク（同法五二八條）、之レヲ：Revisionsrekursト樗スルo日燭ノ訴訟

法ハ些力之レト主義ヲ異ニシ、抗告裁判所ノ裁鋼二因リ新タナル濁立ノ

抗告理由ヲ生ジタルトキニ隈リ、再抗告wei七ere　Beschwerdeヲ爲ス

コトヲ許シテ居ル（四五六條、狽民訴五六八條）。

記録閲讃二就プノ浬意

工　記録中ノ濁乙丈字ハ、記録用紙塾不動女字トシテ豫メ印刷セラソタ膨部分チ
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